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東方学院

理念

〈人間〉の回復をめざし
財団法人東方研究会を母胎として

ここに『東方学院』を開設しました。
『東方学院』は本学院の理想に賛同する学者個人と

そのもとで学ぼうとする学徒とによって構成される
共同体としてのグループの連合です。

〈個人指導の場の共同体〉とでもいうべきものをめざしています。

The Toho Gakuin (The Eastern Academy) was established
with the hope of  contributing to the restoration of  human integrity.

This Academy is a cooperative body of  various academic communities
of  scholars and students wishing to learn, 

in which scholars provide personal guidance to the students.
Above all, our aim is to have this Academy be the rallying point

for students and scholars.

東方学院松江校の運営は特定非営利活動法人中村元記念館東洋思想文化研究所が行います。
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慈しみ
一切の生きとし生けるものは

幸福であれ　安穏であれ　安楽であれ
一切の生きとし生けるものは　幸であれ

何びとも他人を欺いてはならない
たといどこにあっても

他人を軽んじてはならない
互いに他人に苦痛を与える
ことを望んではならない
この慈しみの心づかいを

しっかりと　たもて

中村元訳　ブッダのことば

中 村 　元
（1912～1999）

インド哲学・仏教学の世界的権威であり、比較思想学の開拓者。
1500点を超える膨大な著作・論文を発表し、我が国における思想研究
の分野を大きく発展させた。従来のセクショナリズムにとらわれない
壮大な世界思想史を構築し、その業績は海外でも高く評価されている。

大正元年島根県松江市に生まれ、東京帝国大学でインド哲学を学ぶ。
同大学名誉教授。昭和45年財団法人東方研究会（現公益財団法人中村
元東方研究所）を設立。昭和48年東方学院を設立し、学院長に就任。昭
和49年紫綬褒章、昭和52年文化勲章受章。平成元年松江市名誉市民。

主な著書に『広説佛教語大辞典』（東京書籍）、『初期ヴェーダーンタ哲
学史』（岩波書店）、『東洋人の思惟方法』シリーズ、『インド史』（春秋社）、
他多数。
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平成24年10月10日、私の長年の夢でありました恩師中

村元先生の記念館が、大根島の中心に開設され、昨年４

月には、この記念館に東方学院松江校が、東京の東方学

院本校と緊密な連携のもとに、開校されましたことは私

の最大の喜びです。なぜなら大根とは､ ものの根本中の

根本、すなわち中村元の元を意味し、将来中海・宍道湖

圏域の連携・発展の根本となり、元となり、中村元記念館

と松江校がその象徴となることを願っているからです。

中村先生ご自身の書斎、毎日お使いになった３万4000

冊のご蔵書、その他数々のご遺品とともに、先生はこよな

く愛された生まれ故郷の松江に帰ってこられました。先

生は、一人でも多くの方々がこの記念館に集い、先生が

開拓された学問の道を歩み、東洋の思想と文化の精華を

吸収され、さらにそれを広く発信し、世界の平和と繁栄に

貢献されることを願っておられるにちがいありません。

東方学院には報酬の有無を度外視して教えたいという

意欲的な先生方にお集まり頂きました。当学院に入学す

るのに、年齢も性別も学歴も職業も問いません。唯一必

須の入学条件は勉強に対する強い意欲です。それ故に東

方学院では受講生とは言わず、研究会員と申します。一

人でも多くの研究会員のお出でをお待ちしております。

老若男女を問わず、誰もが東洋思想について学べる場所

――それが東方学院です。

東方学院は、インド哲学・仏教学の世界的権威である故中村元博士によって、1973年に財

団法人東方研究会（現 公益財団法人中村元東方研究所）を母胎として設立されました。

「真に教えたい一人と、真に学びたい一人が集まれば学院は成り立つ」という中村博士の理

念に基づき、学問のセクショナリズムにとらわれない現代の寺子屋として、東京本校・関西

教室・中部教室で、多くの人々が東洋思想について教え、学び、日々研鑽を深めています。

そして平成25年４月、中村博士の出身地、島根県松江市の中村元記念館に東方学院松江校

が開校されました。

「心の時代」といわれる現代社会、多くの人々が「どのように生きるべきか」という問いを

抱えています。中村博士は生涯、インド哲学や仏教をはじめとした東洋の思想を通じて、私

たちの「生きる道」を説き続けました。

学問とは真理の探究であり、その扉はいつでも、誰にでも開かれています。

あなたも東方学院松江校で、奥深い魅力にあふれた 
東洋の智慧を学んでみませんか？
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東方学院は、創立者中村元の東京大学退官とともに、昭和45年11月に文部省より財団設

立の認可を受けた財団法人東方研究会（現公益財団法人中村元東方研究所）を母胎として、

昭和48年に設立されました。

その大きな動機は、当時、大学に吹き荒れた学園紛争にともない、学術的には減退傾向に

あり、また精神的な砂漠化のさなかにあって、学術的精神的な拠点となりうる、小さくとも

しっかりした学院をつくることにありました。そして学問の自由を制約することになる縄張

り意識の強いセクショナリズムを廃して、真理探究を目的とする学問本来の姿を回復するた

めでありました。

大学の外につくることでセクショナリズムを脱し、またカルチャー・センターとも異なる

一種の私塾、つまり現代の「寺子屋」として出発しました。真に教えたい一人と真に学びた

い一人が集まれば学院は成り立つ ― これが創立者・中村元の信念であり、まさに東方学院

の原点といえます。

幸いにも、このような考えに同調し、協力を申し出る人々が集まり、学院は開講されまし

た。狭いビルの一角を間借りし手弁当を持ち寄って、文字どおりの「寺子屋」が始まったの

です。

しかし、財団の基盤を強固にし、学院を発展させていくためには、しっかりとした学問研

究の場所を確保する必要がありました。そこで、創立者の私財をもとに、財団設立に協力し

て下さった篤志家の方々が、昭和57年「財団法人東方研究会強化募金運動」を開始されまし

た。一高時代の同窓生（「昭８文乙クラス会」のメンバー）である中村敏夫弁護士をはじめ

として、同じく星埜保雄、宇佐見鉄雄、倉知善一、新井正明氏らが発起人となり、その資金

集めから場所の確保にいたるまで実に並々ならぬご尽力を下さいました。そのおかげで、諸

方面から多数の賛同者・協力者を得ることができ、現在のこの場所を入手するにいたりまし

た。東方学院は、これらの人々によって築かれた土台の上に、今日成り立っております。

以来、当学院は、優れた数多くの講師を迎え、多くの方々の善意と学問への熱意によって

支えられ発展して参りました。

今後も創立者の遺志を継承し、初心を忘れることなく、ますます発展していきますことを

心より念願しております。

財団法人東方研究会

名誉理事長 中 村 洛 子
（1919～2010）

※財団法人東方研究会は平成24年7月2日付けで、公益財団法人中村元東方研究所へと名称を変更しました。

東
方
学
院
の
特
徴

・  真に学を究め、道を求めたい人々の学院です。学歴・年齢・職業・国籍・性別などを問い

ません。

・  専門家のあいだの縄ばり意識の無い学院です。だれでも自由に学問を延ばすことができま

す。

・  講師と研究会員との人間的連絡が緊密です。講師は懇切に指導をいたします。同学の人々

とながく協同することが可能です。

・  各講師は奉仕的に指導をいたしますから、若干の分野においては、日本におけるどの大学

よりもはるかに詳しい講義がなされています。

・  従来の大学ではなされていないテーマで斬新な講義や実習指導がなされています。

・  学問には熱意が最も大切です。したがって熱意のある方々はいつでも入学できます。

　東方学院の講義を受講される方を本学院では「研究会員」と称します。
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東方学院松江校では、学びたいという想いを持つ方は誰でも東方学院松江校研究会員とし

て、仏教をはじめとした東洋思想について、大学のような90分の本格的な講義を受けること

ができます。受講する講義数に上限はありません。講義には広島県や山口県など、島根県外

からの参加者もいらっしゃいます。2014年度に松江校が開講する講座は、大きく分けて以

下の（1）、（2）があります。

（1）・定期講義（９講座）

毎週・隔週・月１回など、決まった曜日に定期的に開催す

る講義です。

・集中講義（４講座）

夏期および冬期に数日間集中的に開催する講義です。

〈会員登録について〉

・  「定期講義」「集中講義」を受講するためには、会員登録が必要です（以下の表を参照）。

・研究会員の在籍期間は、2015年３月31日までです。

新規入会者 継続者※

入　会　金 10,000円 ―

継続事務費 ― 5,000円

※東方学院松江校に入会され、2013年度の定期講義または集中講義を受講された方。

〈講義日程について〉

・  講義日時は変更になる場合があります。休講、日程変更などの情報は中村元記念館ホー

ムページでご確認ください。

　http://www.nakamura-hajime-memorialhall.or.jp/

・  講義によっては日時が重複しておりますのでご注意ください。詳しくは12ページの年

間スケジュールをご確認ください。

〈講座の不成立について〉

・開講日の１ヶ月前までに受講申込がない講義は開講いたしません。

（2）特別講座（７講座）

夏期（８～９月）と冬期（２～３月）の土日に講師を招き

開催する講座です。

特別講座のみを受講する場合は、入会金は必要ありません。

■2014年度　東方学院松江校ガイダンス

４月12日(土)　14：00~16：30

場所：中村元記念館

中村元博士と東方学院の説明および定期講義を中心に

各講師による講義案内・質疑応答を行います。新規申し

込みをされた方、また興味のある方はご参加ください。

７～13ページ

詳しくは…

15、17ページ

詳しくは…

定期講義「アジアの風土と民族音楽Ⅰ」
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2014年度　定期講義・集中講義　一覧

■定期講義
番号 講義名 講師名 曜日・日程 時間 開講日 年間講義数 受講料

毎
週 1 仏教入門（初級) 三桐　慈海 毎週木曜日 13：30～15：00 4/24(木)

前期  14
後期  12

¥31,200

隔
週

2 仏教概説（中級) 三桐　慈海 第２、第４火曜日 13：30～15：00 4/22(火)
前期   7
後期   5

¥14,400

3
仏の歩んだ道

─仏教東漸の歴史を尋ねて─
藤島　建樹 第１、第３土曜日 13：30～15：00 4/19(土)

前期   6
後期   6

¥14,400

4
アジアの風土と民族音楽Ⅰ(初級)

～概説と楽器体験
瀬古　康雄 第２、第４土曜日 13：30～15：00 4/26(土)

前期   7
後期   5

¥14,400

5
アジアの風土と民族音楽Ⅱ(中級)

～鑑賞と実技
瀬古　康雄 第２、第４土曜日 10：20～11：50 4/26(土)

前期   7
後期   5

¥14,400

月
１
回

6 出雲学概論 藤岡　大拙 第２水曜日 10：20～11：50 5/14(水)
前期   3
後期   3

¥7,200

7 『無量寿経』を読む 齊藤　舜健 第３金曜日 13：30～15：00 5/16(金)
前期   3
後期   3

¥7,200

8 観想行入門─座禅を中心に─ 清水谷善圭 第４木曜日 10：20～11：50 4/24(木)
前期   4
後期   2

¥7,200

〈開講期間について〉

　前期：４月19日～７月31日（４月29日～５月６日は休講)　　後期：10月１日～12月20日

　※夏期（８月～９月）、冬期（１月～３月）は補講期間とします。

■集中講義
番号 講義名 講師名 曜日・日程 時間 年間講義数 受講料

9 インドの哲学・宗教思想と仏教 丸井　　浩
7/17(木)、7/18(金)、 
3/3(火)、3/4(水)

13：30～15：00
15：30～17：00

8 ¥9,600

10 韓国人の思惟方法へのいざない 釈　　悟震
7/22(火)、7/23(水)、
2/3(火)、2/4(水)

13：30～15：00
15：30～17：00

8 ¥9,600

11 韓国の言語と文化 釈　　悟震
7/24(木)、7/25(金)、
2/5(木)、2/6(金)

13：30～15：00
15：30～17：00

8 ¥9,600

12
現在の日本の仏教は如何にして形成
されたのか─近世以降の日本仏教

蓑輪　顕量
7/30(水)、7/31(木)、
8/1(金)

10：20～11：50
13：30～15：00
15：30～17：00

（最終日は15：00まで)

8 ¥9,600

■体験受講について（※定期・集中講義どちらからもお選びいただけます。）
● 体験受講料（１講座1,500円）をお支払いただき、講義を実際に受講して講義の雰囲気やレベルを確かめるこ

とができる制度です。入会金は不要です。

●全ての講義で１コマ（90分）体験できます。

〈体験受講の流れ〉

①予約

　前日までに、お電話または受付でご予約ください。

　☎0852－76－9593（受付時間10：00～17：30　月曜日を除く）

②申込手続きと体験受講

　当日、講義開始前に受付窓口までお越しください。申込書をご記入のうえ、講座にご参加ください。

③体験受講料支払い

　講義終了後、受付窓口にて体験受講料（1,500円）をお支払いください。
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■定期講義

１　仏教入門／初級

三桐慈海 大谷大学大学院文学
研究科博士課程単位
取得退学

大谷大学名誉教授

真宗大谷派妙覚寺住
職

宗教とは何か、仏教とは私にとってどの

ような意味をもつのか。このような課題を、

仏の教えによって一緒に考えてみたいと思

います。釈尊伝、仏教の教義、実践行などを

学び、「仏教入門」という書物を読んで、そ

れを理解できるように、入門の基礎を学習し

ます。

〈テキスト〉
講義内で適宜レジュ
メを配布

〈参考書〉
講義内で適宜紹介

２　仏教概説／中級（初級の仏教知識を必要とする）

三桐慈海 大谷大学大学院文学
研究科博士課程単位
取得退学

大谷大学名誉教授

真宗大谷派妙覚寺住
職

前期は仏教の概説書を選定して、輪読形式

をとり、自由な質疑応答の中で、仏教教義の

理解を深める。後期は維摩経の仏国品第一

より、それぞれの各品から抄出して講読し、

大乗経典の形式を学ぶ。

〈テキスト〉
購入が必要：『バウッ
ダ「仏教」』中村元、
三枝充悳　講談社学
術文庫

〈参考書〉
講義内で適宜紹介

３　仏の歩んだ道─仏教東漸の歴史を尋ねて─／初級

藤島建樹 大谷大学大学院文学
研究科博士課程満期
退学

大谷大学名誉教授

真宗大谷派圓浄寺住
職

釈尊によって開かれた仏教は、永い時間を

かけて、ほぼアジア全域に伝えられてきまし

た。様々な民族・国家・文化・言語・風土

などが異なった地域に仏教が浸透するのは、

仏教のすぐれた宗教性をもってしても、想像

するほど安易なことではありませんでした。

各地域の歴史的変遷を概観しつつ、その中

で示された先人たちの努力に注目して、やが

て日本にまで到達し、「日本仏教」となった

「ほとけ」の歩みを尋ねたいと思います。

〈テキスト〉
講義内で適宜レジュ
メを配布

〈参考書〉
講義内で適宜紹介

４　アジアの風土と民族音楽Ⅰ～概説と楽器体験／初級

瀬古康雄 元島根県立大学短期
大学部教授

しまねガムラン主宰

「庭火祭・国際民族音
楽祭IN八雲」企画・
演出

しまね多文化共生
ネットワーク代表

民族音楽は初めてという人のための入門

講座で、今年はインド音楽から始めてペル

シャや中国などシルクロード各地の風土と

伝統音楽を取り上げ、現地で収録したビデオ

や庭火祭などの日本公演のビデオを鑑賞す

るとともに、実際に各地の民族楽器に触れて

みるという楽器体験も行います。

〈テキスト〉
講義内で適宜配布

〈参考書〉
参考文献を適宜提示
し、授業で使用した
ＣＤやＤＶＤを閲覧
可能にします

2014年度　定期講義・集中講義　講義内容
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５　アジアの風土と民族音楽Ⅱ～鑑賞と実技／中級

瀬古康雄 元島根県立大学短期
大学部教授

しまねガムラン主宰

「庭火祭・国際民族音
楽祭IN八雲」企画・
演出

しまね多文化共生
ネットワーク代表

「アジアの風土と民族音楽Ⅰ」の続編で、

各論と実技を中心にした講座です。アジア各

地のユニークな音楽や舞踊を鑑賞し、芸術の

背後にある風土や宗教について考えるとと

もに、インドのシタールやインドネシアのガ

ムランなどの実技指導を行います。希望者に

は授業外の個人レッスンを行ったり民族音

楽を楽しんでいるいろいろな楽団を紹介し

ます。民俗音楽の初級の知識のある人は中級

から始めることも可能です。

〈テキスト〉
講義内で適宜配布

６　出雲学概論／初級

藤岡大拙 島根県立大学短期大
学部名誉教授

しまね文化振興財団
理事長

荒神谷博物館館長

松江歴史館館長

古代出雲を中心に、出雲神話、神祇信仰、

神社の実態、神仏習合過程等を述べ、続い

て大和政権の支配下に入ってからの出雲が、

どのような歴史を辿るかを、伊勢と出雲の二

極の相関関係の中で考え、現在の出雲のよっ

て来る歴史的因子を探りたい。

〈テキスト〉
講義内で適宜配布

７　『無量寿経』を読む／初級

齊藤舜健 浄土宗総合研究所専
任研究員

佛教大学非常勤講師

（宗）西方寺副住職

我が国では多くの仏教宗派が南無阿弥陀

仏と口に称えることで救われること説く。そ

の教えの大元を説き初めた人物は法然であ

り、その際、彼が根拠としたのが『無量寿

経』『観無量寿経』『阿弥陀経』という三経典

で、浄土三部経と呼ばれる。『無量寿経』に

は、阿弥陀仏が仏となった経緯、阿弥陀仏に

よって救われる理由などが述べられていて、

法然の理解を通すことで、我が国の阿弥陀仏

信仰の根元となった。一方で、インドの初期

大乗仏教以来の菩薩思想、現在他方の諸仏

の思想に基づく経典でもある。本講座では、

インド仏教と法然の浄土教という二つの方

向から『無量寿経』を読み解く。

〈テキスト〉
講義内で適宜レジュ
メを配布

〈参考書〉
『浄土三部経』　中村
元、紀野一義、早島鏡
正（岩波文庫）

『浄土三部経概説』　
中村元、紀野一義、 早
島鏡正（法蔵館）

『【現代語訳】浄土三
部経』　浄土宗総合
研究所（浄土宗出版）

８　観想行入門―座禅を中心に―／初級

清水谷善圭 安来清水寺第６世貫
主

特定非営利法人中村
元記念館東洋思想文
化研究所理事長

お釈迦様が説かれた仏の教えをともに学

び、その教えを会得する為に座禅を中心とし

た観想行の実践に取り組む。この観想行を通

して心の内観・内省に努め、「色即是空、空

即是色」の意味する処を体得して行きたい。

〈テキスト〉
講義内で適宜配布
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■集中講義

９　インドの哲学・宗教思想と仏教／初級

丸井　浩 東京大学大学院教授

第22期日本学術会
議会員

公益財団法人中村元
東方研究所常務理事

三千年の歴史を刻むインドの哲学・宗教か
ら、今の私たちに語りかけるメッセージを汲
み取るために、まずインドの哲学・宗教の流
れを仏教を含めて概観した上で、以下の二つ
のテーマを取り上げてお話をします。予備知
識は不要です。
①�自分を世界・他者と切り離さず、一体的に
とらえる見方：ウパニシャッド思想とヨー
ガと禅
②�インドの包括主義と寛容思想：多様、異質
なものをまとめ共存、共生を図ろうとする
考え方

〈テキスト〉
講義内で適宜レジュ
メを配布

10　韓国人の思惟方法へのいざない／初級

釈　悟震 中村元記念館東洋思
想文化研究所副所長

文学博士

公益財団法人中村元
東方研究所研究員

韓国国立ソウル大学
客員研究員

スリランカ国立ペラ
デニア大学客員研究
員

日本にもっとも近い外国である隣の韓国の
ことが、日本人とっては案外知られていない。
それは決して一方的ではなく韓国も同様で
あろう。それは近現代において両国にて展開
された歴史的経緯と同時に、さまざまな誤解
と曲解があるからではないかと思います。こ
れらの問題にいち早く、叡智により、韓国人
の思惟の特徴を取り出し、とくに外国文化の
摂取・移入あるいは変容、反発、批判の推移
のうちに韓国人独自の特徴らしいものを指摘
することに努めた中村元博士の『韓国人の思
惟方法』を紐解くと同時に、「真の日韓両国の
あるべきすがた」を求めたいと思います。

〈テキスト〉
購入が必要：『チベッ
ト人・韓国人の思惟
方法』中村元（春秋
社）

〈参考書〉
講義内で適宜紹介

11　韓国の言語と文化／初級

釈　悟震 中村元記念館東洋思
想文化研究所副所長

文学博士

公益財団法人中村元
東方研究所研究員

韓国国立ソウル大学
客員研究員

スリランカ国立ペラ
デニア大学客員研究
員

韓国語は日本語にもっとも近い言語であ
るといわれています。従って日本人であれば
世界のどのような外国語より学びやすく、親
しみやすい言語ともいわれています。このよ
うな日本人のための外国語ともいうべき韓
国の言語である「ハングル語」を習得して参
ります。なかでも文法を中心とするよりは、
異文化との意思の疎通つまりコミュニケー
ションをとる術と同時に、韓国の言語と文化
を可能な限り短い時間で分かりやすく集中
的に学びます。

〈テキスト〉
講義内で適宜レジュ
メを配布

〈参考書〉
『チベット人・韓国人
の思惟方法』中村元

（春秋社）

12　現在の日本の仏教は如何にして形成されたのか─近世以降の日本仏教／初級

蓑輪顕量 東京大学大学院教授

博士(文学)

鶴見大学仏教文化研
究所研究員

日本仏教綜合研究学
会理事長

現在の日本の仏教の有り様は中世後半期
から形成された。遁世の僧侶が登場し、彼ら
が活躍の中心に出たのである。彼らは、社会
との関わりを正面に出し、職業を積極的に肯
定したり、この人間の生きる社会の中で、ど
のような役割を果たせるのかが一番の関心
となったのである。それは、明治以降にもっ
とも顕著に表れた。日本の仏教の特徴を中世
後半期からたどってみたい。

〈テキスト〉
講義内で適宜レジュ
メを配布

〈参考書〉
『事典　日本の仏教』
蓑輪顕量（吉川弘文
館）
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「定期講義」「集中講義」受講のご案内

●入会について
●  「定期講義」「集中講義」を受講するためには、会員登録が必要です。なお、「特別講座」のみを受講する場合

や、「定期講義」「集中講義」を体験受講する場合は入会の必要はありません。

新規入会者 継続者※

※ 東方学院松江校に入会され、
2013年度の定期講義または
集中講義を受講された方。

入 会 金 10,000円 ―

継続事務費 ― 5,000円

●研究会員の在席期間は、2015年３月31日までです。

●東方学院東京本校、関西教室、中部教室の研究会員の方も、松江校の入会金が必要となります。

● 納入された入会金および継続事務費は、原則としてお返しできません。ただし、受講申込みをされた講座が、

講師や当校のやむを得ない事情により１回も実施できず、他の講座の受講をされない場合に限りお返しいたし

ます。

●受講料について
●所定の受講料を前納していただきます。各講義の受講料は、講義一覧（７ページ）でご確認ください。

●受講料には、テキスト代は含まれていません。

●納入された受講料は原則としてお返しできません。ただし、次の場合に限りお返しいたします。

　・受講申込みをされた講座が、講師や当校のやむを得ない事情により１回も実施できなかった場合。

　・受講申込みをされた講座が休講になり、補講を実施できなかった場合の休講分の受講料。

●受講申込みについて
●以下のいずれかの方法でお申込みください。（お電話ではお申込みいただけません。）

●郵送またはFAXの場合の申込手続きは、ご入金された時点で完了いたします。

◆受付窓口でのお申込み

　受講申込書（13ページ）にご記入のうえ、入会金と受講料を添えてご提出ください。

　（窓口での受付時間　10：00～17：30　月曜日を除く）

◆郵送またはFAXでのお申込み

　１．受講申込書（13ページ）にご記入のうえ、下記まで送付ください。

　　〈郵送の場合〉〒690－1404　島根県松江市八束町波入2060　中村元記念館

　　〈FAXの場合〉FAX番号 0852－76－9693

　２．入会金と受講料を、申込日から1週間以内に下記の口座までお振込みください。

　　・振込手数料はご負担ください。

　　・振込のご依頼人の名前が、申込書と同じ名前であることをご確認ください。

　　・振込の場合、領収書は発行いたしません。振込の際に発行される控えを大切に保管してください。

　　　《振込先》山陰合同銀行　松江駅前支店（店番号004）

　　　　　　　 口座番号　普通３６９４６２８

　　　　　　　 口 座 名　特定非営利活動法人中村元記念館東洋思想文化研究所

　　　　　　　 　　　　　トクテイヒエイリカツドウホウジンナカムラハジメキネンカン

　　　　　　　 　　　　　トウヨウシソウブンカケンキュウショ

【受講申込締切】　2014年３月30日(日)
※ 年度途中でのお申込みも受け付けますので、お問合せください。ただし、開講日１か月前まで

に受講申込者がいない講座は開講いたしません。
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桐
先
生

⑧
清
水
谷
先
生

2
2 日

2
2 火
②
三
桐
先
生

⑩
釈
先
生

2
2 金

2
2 月

2
2 水

2
2 土
④
⑤
瀬
古
先
生

2
2 月

2
2 木

2
2 日

2
2 日

2
3 水

2
3 金

2
3 月

2
3 水
⑩
釈
先
生

2
3 土

2
3 火

2
3 木
①
三
桐
先
生

⑧
清
水
谷
先
生

2
3 日

2
3 火

2
3 金

2
3 月

2
3 月

2
4 木
①
三
桐
先
生

⑧
清
水
谷
先
生

2
4 土
④
⑤
瀬
古
先
生

2
4 火
②
三
桐
先
生

2
4 木

①
三
桐
先
生

⑧
清
水
谷
先
生

⑪
釈
先
生

2
4 日

2
4 水

2
4 金

2
4 月

2
4 水

2
4 土

2
4 火

2
4 火

2
5 金

2
5 日

2
5 水

2
5 金
⑪
釈
先
生

2
5 月

2
5 木

2
5 土
④
⑤
瀬
古
先
生

2
5 火
②
三
桐
先
生

2
5 木

2
5 日

2
5 水

2
5 水

2
6 土
④
⑤
瀬
古
先
生

2
6 月

2
6 木
①
三
桐
先
生

⑧
清
水
谷
先
生

2
6 土
④
⑤
瀬
古
先
生

2
6 火

2
6 金

2
6 日

2
6 水

2
6 金

2
6 月

2
6 木

2
6 木

2
7 日

2
7 火
②
三
桐
先
生

2
7 金

2
7 日

2
7 水

2
7 土
④
⑤
瀬
古
先
生

（
12
/1
3
分
補
講
）
2
7 月

2
7 木
①
三
桐
先
生

⑧
清
水
谷
先
生

2
7 土

2
7 火

2
7 金

2
7 金

2
8 月

2
8 水

2
8 土
④
⑤
瀬
古
先
生

2
8 月

2
8 木

2
8 日

2
8 火
②
三
桐
先
生

2
8 金

2
8 日

2
8 水

2
8 土

2
8 土

2
9 火

2
9 木
①
三
桐
先
生

2
9 日

2
9 火

2
9 金

2
9 月

2
9 水

2
9 土

2
9 月

2
9 木

2
9 日

3
0 水

3
0 金

3
0 月

3
0 水
⑫
蓑
輪
先
生

3
0 土

3
0 火

3
0 木
①
三
桐
先
生

3
0 日

3
0 火

3
0 金

3
0 月

3
1 土

3
1 木

①
三
桐
先
生

⑫
蓑
輪
先
生

前
期
終
了

3
1 日

3
1 金

3
1 水

3
1 土

3
1 火

※
講

義
日

程
は

変
更

に
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
※

講
師

名
の

前
の

数
字

は
、

講
義

一
覧

（
７

ペ
ー

ジ
）

お
よ

び
講

義
内

容
（

８
～

1
0
ペ

ー
ジ

）
の

番
号

と
対

応
し

て
い

ま
す

。
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受領日 担当 名簿

□　●●

- - - -

- -

受領日 担当 名簿

1 31,200円

2 14,400円

3 13,200円

4 14,400円

5 14,400円

6 7,200円

7 7,200円

8 7,200円

9 インドの哲学・宗教思想と仏教 9,600円

10 韓国人の思惟方法へのいざない 9,600円

11 韓国の言語と文化 9,600円

12 9,600円

（ア）

（ア）＋（イ）

円

10,000　円
5,000　円

円

受講料合計

入会金（新規の方）
継続事務費（継続の方）

お支払額合計

（イ）

事務局記入欄

『無量寿経』を読む 齊藤　舜健

観想行入門 清水谷善圭

集中

丸井　浩

釈　悟震

釈　悟震

現在の日本の仏教は如何にして形成されたのか 蓑輪　顕量

受講料
事務局記入欄

定期

仏教入門（初級） 三桐　慈海

仏教概説（中級） 三桐　慈海

仏の歩んだ道 藤島　建樹

アジアの風土と民族音楽Ⅰ（初級）

受講希望講座

瀬古　康雄

アジアの風土と民族音楽Ⅱ（中級） 瀬古　康雄

出雲学概論 藤岡　大拙

◆　受講を希望する講座の太枠内に○をご記入ください。

番号 講義名 講師名

ボランティア
登録

□　希望する　　　　□　希望しない
メールマガジン

発送
□　希望する　　　　□　希望しない

年齢
（○で囲む）

10代　/　20代　/　30代　/　40代
50代　/　60代　/　70代　/　80代以上

職業
（○で囲む）

会社員　/　公務員　/　自営業　/　学生
主婦　/　無職　/　その他（　　　　    　　　）

住所

〒             -

電話番号 携帯電話

FAX番号 E-mail

フリガナ

区分
（☑を入れる）

□　新規 入会金　10,000円　

氏名        男・女
継続事務費　5,000円

◆　太枠内をご記入ください。

平成　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日申込日
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2013年度
研究会員

《送付先》

〒690−1404　島根県松江市八束町波入2060　中村元記念館

FAX：0852−76−9693
※申込用紙を郵送・FAXで送られる場合、申込み手続きはご入金された時点で完了いたします。申込日から１週間以内にご入金ください。

【受講申込書】

2014年度　東方学院松江校　定期・集中講義
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2014年度
夏期特別講座

会　場：中村元記念館会議室

受講料：１講義5,000円（東方学院松江校研究会員※4,500円）

2014年8/2㈯13：30〜15：00
15：20〜16：50、3㈰10：30〜12：00

13：00〜14：30

2014年9/6㈯13：30〜15：00
15：20〜16：50、7㈰10：30〜12：00

13：00〜14：30

2014年8/16㈯13：30〜15：00
15：20〜16：50、17㈰10：30〜12：00

13：00〜14：30

2014年8/30㈯13：30〜15：00
15：20〜16：50、31㈰10：30〜12：00

13：00〜14：30

講師　渡辺�章悟
東洋大学文学部教授(大学院専攻長)
日本印度学仏教学会理事・常務委員
(公財)仏教伝道協会英訳大蔵経編集委員・聖典編集委員

講師　前田�專學
文学博士  Ph.D.／公益財団法人中村元東方研究所理事長
東方学院長／中村元記念館館長
中村元記念館東洋思想文化研究所長／東京大学名誉教授
武蔵野大学名誉教授／史跡足利学校庠主

講師　ケネス�田中
武蔵野大学教授／国際真宗学会会長
日本仏教心理学会会長
武蔵野大学仏教文化研究所所長
元北カリフォルニア仏教連合会会長

講師　吉田�宏晢
大正大学名誉教授・博士(文学)／大正大学常任理事
真言宗智山派  宥勝寺住職／真言宗智山派  大僧正
総本山智積院  菩提院結衆・集議／比較思想学会理事
日本密教学会名誉会員／仏教学術振興会理事

大乗の菩薩道 ─般若経を中心として─

ブッダを語る

成長するアメリカ仏教
─日本仏教の未来像となるか？

中村元先生の比較思想論に学ぶ

初期大乗の代表的経典である般若経は初めて大乗を宣言したことで
知られています。この大乗の推進者が菩薩といわれる人たちです。こ
の菩薩の生活や知恵、修行道などが、この経典の中で語られるのです
が、そこには経典自身の変化と発達も見られます。特に、悟りの智慧

（般若）の考察、世界を空とする観察、菩薩の十地、さらには三乗思想、
第二の転法輪説といった大乗仏教特有の菩薩思想も生まれます。今回
は、これらの問題を、以下の順で講義する予定です。(1)大乗仏教とは、
(2)般若経の概要、(3)智慧と空、(4)まとめ（般若心経の受容と展開）

天災ばかりではなく、地球温暖化など人類は激動と不安の時代を迎
えております。二千数百年前に活躍したブッダも、大きな激動と不安
なの中にありながら、如何に生きるべきであるかを考え、最期まで、真
実の自己の実現に努力し、人々に熱心に説き示しました。ブッダはどの
ような歴史的・社会的背景の中に生まれ、どのような人物であり、どの
ような思想をもち、今生きていたら何を教えようとするのか、などを考
えたいと思います。

アメリカの仏教徒は、この40年間で17倍も増え、350万人となってい
る。彼らに加え、仏教的行動をとったり仏教に強く影響されたり人々を
含めば、約3000万人という驚く数になる。伸びの現状と原因を明らかに
し、日本仏教が直面する課題の改善策へのヒントを考えることにしたい。
アメリカ仏教の歴史は、日本の十分の一しかないが、最初から「現代」
宗教であったことが、日本仏教にとって参考になることが期待される。

思想という言葉のうちには、哲学も倫理も宗教も科学も美学も入
れることが出来る。この意味での思想は古今東西に亘って人類がそ
の叡智を傾けて形成してきたものであるが、その全体像を知りかつ
それらを比較してそれらの意味を探ることはほとんど不可能であ
る。ところが松江市に生を受けた中村元先生は世界でも初めてこれ
を成し遂げられた。この講座ではその成果の一端でも紹介できれば
と願っている。

※東方学院松江校に入会され、2014年度の定期講義または集中講義を受講されている方。

●お申込方法
以下のいずれかの方法でお申込みください。（お電

話ではお申込みいただけません。）

◆受付窓口でのお申込み

受講申込書にご記入のうえ、受講料を添えて受付窓

口にご提出ください。

（窓口での受付時間　10：00～17：30　月曜日を除く）

◆郵送またはFAXでのお申込み

１  ．受講申込書にご記入のうえ、下記まで送付くだ

さい。

　〈郵送の場合〉

　　〒690－1404

　　島根県松江市八束町波入2060　中村元記念館

　〈FAXの場合〉FAX番号 0852－76－9693

２．受講日当日、受付で受講料をお支払いください。

◆メールでのお申込み

１  ．①氏名（ふりがな）、②住所、③電話番号、④

年齢、⑤性別、⑥申込講座名をご記入のうえ、下

記アドレスまで送信してください。

　〈メールアドレス〉

　info@nakamura-hajime-memorialhall.or.jp

２．受講日当日、受付で受講料をお支払いください。

キ
リ
ト
リ
線

2014年度��東方学院松江校��夏期特別講座

受講申込書（コピー可）
◆太枠内をご記入ください。

申込日 平成　　　　年　　　　月　　　　日 区分
（✔を入れる）

□東方学院松江校2014年度研究会員

□一般

フリガナ 年齢
（○で囲む）

10代  /  20代  /  30代  /  40代

50代  /  60代  /  70代  /  80代以上

氏名
男
・
女

職業
（○で囲む）

会社員  /  公務員  /  自営業  /  学生 

主婦  /  無職  /  その他(      　   )

住所

〒　　　　− 

電話番号 −　　　　− FAX番号 −　　　　−

受講料　１講座　5,000円
（東方学院松江校2014年度研究会員4,500円）

◆受講を希望する講座に○印をご記入ください。

日程・講義名・講師名
申込講座
に○印

事務局
記入欄

2014年８/２(土)、８/３(日)
「大乗の菩薩道�─般若経を中心として─」

講師：渡辺　章悟

2014年８/16(土)、８/17(日)
「成長するアメリカ仏教�─日本仏教の未来像となるか？」

講師：ケネス田中

2014年８/30(土)、８/31(日)
「中村元先生の比較思想論に学ぶ」

講師：吉田　宏晢

2014年９/６(土)、９/７(日)
「ブッダを語る」

講師：前田　專學

受講料合計
円
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2014年度
冬期特別講座

会　場：中村元記念館会議室

受講料：１講義5,000円（東方学院松江校研究会員※4,500円）
※東方学院松江校に入会され、2014年度の定期講義または集中講義を受講されている方。

2015年2/7㈯13：30〜15：00
15：20〜16：50、8㈰10：30〜12：00

13：00〜14：30

2015年3/28㈯13：30〜15：00
15：20〜16：50、29㈰10：30〜12：00

13：00〜14：30

2015年3/7㈯13：30〜15：00
15：20〜16：50、8㈰10：30〜12：00

13：00〜14：30

講師　岡田�真美子
兵庫県立大学環境人間学部教授
立正大学法華文化研究所特別所員

講師　三友�健容
立正大学教授
法華経文化研究所顧問
文学博士

講師　矢島�道彦
東京大学文学部非常勤講師
駒澤大学仏教学部非常勤講師
曹洞宗長林寺住職

環境宗教学入門

アビダルマ概説

ジャイナ教
─どう仏教と異なるのか─本講は環境を守って来た宗教の役割に関する知識を学ぶことを目

的とします。宗教思想、および社会資本としての宗教施設が地域環
境の維持向上に対して与えてきた影響について、具体例を挙げなが
ら平易に解説します。1. 環境宗教学の地平ー羅針盤として　2. 古墳
とため池ー気候変動を考える　3. 人口圧とペスト　4. 草木国土の
声を聴くー10万年後への伝言

三蔵のひとつである論蔵は、アビダルマといわれ、仏教の基本的な
教理が述べられている。このなかには、諸行無常ならば物質の生滅
はどのように説明されるのか、物質の構成はどのようになっている
のか、この大宇宙の生成と破壊は、いつどのようにおこるのかなど
の議論をはじめとして、輪廻転生の問題、煩悩、解脱、さとり、な
どの重要項目が取り上げられている。本講義では、有名な『倶舎論』
を中心に、これらの項目について説明して行く。

この講義ではインドの伝統宗教の一つであるジャイナ教について
学びます。前半はジャイナ教の教義の大枠を把握し、その思想的な
特徴を理解することにつとめます。後半はジャイナ教の造像美術や
宗教儀礼についてスライドなども用いながら学びます。とくに仏教
との比較を意識しながら講義を進め、ジャイナ教と仏教との共通点
や相違点を明確にしたいと思います。なぜ、インドにおいて仏教は
滅びたのに、ジャイナ教は今日まで生き延びたのでしょうか。こう
した疑問への答えも、きっとこの講義の中でみつけられるでしょう。

●お申込方法
以下のいずれかの方法でお申込みください。（お電

話ではお申込みいただけません。）

◆受付窓口でのお申込み

受講申込書にご記入のうえ、受講料を添えて受付窓

口にご提出ください。

（窓口での受付時間　10：00～17：30　月曜日を除く）

◆郵送またはFAXでのお申込み

１  ．受講申込書にご記入のうえ、下記まで送付くだ

さい。

　〈郵送の場合〉

　　〒690－1404

　　島根県松江市八束町波入2060　中村元記念館

　〈FAXの場合〉FAX番号 0852－76－9693

２．受講日当日、受付で受講料をお支払いください。

◆メールでのお申込み

１  ．①氏名（ふりがな）、②住所、③電話番号、④

年齢、⑤性別、⑥申込講座名をご記入のうえ、下

記アドレスまで送信してください。

　〈メールアドレス〉

　info@nakamura-hajime-memorialhall.or.jp

２．受講日当日、受付で受講料をお支払いください。
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2014年度��東方学院松江校��冬期特別講座

受講申込書（コピー可）
◆太枠内をご記入ください。

申込日 平成　　　　年　　　　月　　　　日 区分
（✔を入れる）

□東方学院松江校2014年度研究会員

□一般

フリガナ 年齢
（○で囲む）

10代  /  20代  /  30代  /  40代

50代  /  60代  /  70代  /  80代以上

氏名
男
・
女

職業
（○で囲む）

会社員  /  公務員  /  自営業  /  学生 

主婦  /  無職  /  その他(      　   )

住所

〒　　　　− 

電話番号 −　　　　− FAX番号 −　　　　−

受講料　１講座　5,000円
（東方学院松江校2014年度研究会員4,500円）

◆受講を希望する講座に○印をご記入ください。

日程・講義名・講師名
申込講座
に○印

事務局
記入欄

2015年２/７(土)、２/８(日)
「環境宗教学入門」

講師：岡田真美子

2015年３/７(土)、３/８(日)
「ジャイナ教─どう仏教と異なるのか─」

講師：矢島　道彦

2015年３/28(土)、３/29(日)
「アビダルマ概説」

講師：三友　健容

受講料合計
円
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●中村元記念館サポーター募集
中村元記念館の運営やイベント等をお手伝いしていただく、ボランティアサポーターを募集いたします。皆様の

ご都合の良い時に、ご都合の良い方法で、当館の活動にご協力をお願いいたします。

〈主な内容〉

　・中村元記念館運営業務の補助

　・中村元記念館蔵書整理の補助

　・イベント運営の補助

　・広報支援

ご応募いただいた方は、中村元記念館サポーター名簿に登録をさせていただきます。

詳しくは中村元記念館までお気軽にお問い合わせください。

●中村元記念館東洋思想文化研究所研究員募集
中村元記念館東洋思想文化研究所の研究員を募集いたします。当研究所は、中村元記念館に所蔵されている中村

元博士の約３万冊の蔵書・資料を活用して、博士が開拓された学問の道をさらに深く探究し、山陰地域の学術・文

化の振興に寄与することを目的とします。

〈活動内容〉

　・隔年発行予定の当館の研究紀要に研究発表をする。

　・可能であれば、関連する学会で発表をする。

　・山陰における人文科学分野の研究を振興する。

〈応募資格〉

　・人文科学分野の修士号を有する方、または修士号と同等の資格（研究業績等）を有する方。

　・中村元記念館東洋思想文化研究所の理念に賛同し、中村元記念館を支え、発展させていく熱意のある方。

〈応募方法〉

　以下の書類を中村元記念館まで郵送してください。採用に当たっては所長による面接を行います。

　・履歴書（功績書またはそれに準じるものを添付する）

　・研究課題書

〈応募締切〉

　2014年３月30日(日)

〈待遇〉

　・当館所蔵の図書・資料を管理者の同意のもとご活用いただけます。

　・研究助成金等は当分の間支給いたしません。

　・研究員に対して会費等の徴収をすることはありません。

中村元記念館東洋思想文化研究所

所　長　　前　田　專　學

副所長　　釈　　　悟　震

主　事　　清水谷　善　曉
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ご 支 援 の お 願 い
故中村元博士は「世界の中村」と呼ばれ、東洋哲学者として、またインド思想（特に仏教）研究の第一人者とし
て世界中の人々に慕われ、お亡くなりになった今日でも新刊書が多数発行される偉大な研究者です。
この度、平成24年10月10日に、中村元博士生誕の地松江市に多くの方のご尽力とご支援を得て、「中村元記念館」
を開設することが出来ました。
この記念館では、先生の書斎を再現した展示室と、先生が収集されました 3万冊余の蔵書と図書閲覧室に併せ、
東方学院松江校を併設して、東洋思想特に仏教思想の深淵、敷衍に努め、世界一の東洋哲学図書館を目指して精進
してまいります。
しかし、この記念館は特定非営利活動法人中村元記念館東洋思想文化研究所が運営してまいりますれば充分な資
金も確りとした基盤も無く、大変不安定な中、中村元博士の功績を讃え、先生のご意思を末永く伝えていきたいと
の思いだけでスタートを切りました。
有縁の皆様には事情ご賢察の上、是非ともご支援頂けますよう伏して懇願申し上げます。� 合掌　

特定非営利活動法人中村元記念館東洋思想文化研究所　　　　　
理事長　清水谷　善圭（安来清水寺　貫主）

寄 付 申 込 書 � 申込日：平成　　　　年　　　　月　　　　日

御団体の種別（該当の種別に◯をお付けください）

個人　・　団体

御芳名

御団体名（団体名・申込者の役職をご記入ください。個人様の場合はご記入不要です）

御住所　〒

TEL FAX

E-mail

ご寄付いただいた方は、一定期間中村元記念館に御芳名を掲示させていただきます。掲示を希望されない方は□内にチェックをお入れください。

□ 御芳名の掲示を希望しない

寄付の種類
（ご希望の□
内に✔をお付
けください。）

□ 特別寄付（今回のみの寄付）

□ 継続支援寄付（毎年ご支援いただく寄付）

寄付の金額  3 千円 ・ 1 万円 ・ 3 万円 ・ 10万円 ・ 50万円 ・ 100万円 ・（　　　　　　円）
＊ご希望の金額に〇印をお付けください

振 込 方 法
（ご希望の振
込口座の□内
に✔をお付け
ください。）

□「しまね社会貢献基金」を利用しての振込（当NPO法人への団体希望寄付）

＊このご寄付は税制上の優遇措置を受けられます。
＊ ご面倒ですが専用の納付書により、金融機関の窓口でお振込みください。（この口座に✔をされた方には別途納付書をお届

けいたします。）
＊この口座の詳しい説明は裏面をご覧ください。

□ ゆうちょ銀行　「中村元記念館」口座
口座番号　記号15320　番号3542491
口 座 名　中村元記念館

□ 山陰合同銀行　「中村元記念館」口座
店 番 号　松江駅前支店004
口 座 名　中村元記念館
口座番号　普通3692971

※本申込書は下記事務局までファックスまたは郵送にてご連絡お願いいたします。FAX 0852−76−9693

〒690−1404��松江市八束町波入2060　特定非営利活動法人中村元記念館東洋思想文化研究所
TEL�0852−76−9593　FAX�0852−76−9693

キ
リ
ト
リ
線

記念館使用欄

受
付
日

受
付
番

受
付
者

受
入
日

受
入
先

確
認
者
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「しまね社会貢献基金」を利用して中村元記念館へのご寄付について

■ご寄付の取り扱いについて
「しまね社会貢献基金」は、島根県が運営する社会貢献活動を応援するための基金です。

この基金を利用すると、寄付先として当NPO法人を指定して寄付いただくことができ、寄付金は、中村元記念館運営

事業の支援のためにのみ活用することができます。

ただし、ご寄付は専用の納付書で行う必要がありますので、ご希望の方は別途申込書をお届けいたします。払込後に

金融機関から渡される「払込書兼領収書」は、寄付金の税制優遇を受ける際に必要となりますので大切に保管しておい

てください。

■寄付金の税制上の優遇措置について

法人の場合
寄付金額の全額を損金算入することができます（法人税の確定申告が必要です）。

個人の場合
2,000円を超える額を寄付された場合、所得税と住民税の優遇が受けられます（所得税の確定申告が必要です）。

例：個人の方が 1 万円の寄付をされた場合（＊１）

所 得 税　寄付をされた年の所得から8,000円が控除されます。（＊２）

［寄付額：10,000円―適用下限額：2,000円］＝所得控除額：8,000円

所得税率が10％ならば800円の減税になります。

個人住民税　寄付された翌年の個人住民税から7,200円が減税されます。

［寄付額：10,000円―適用限度額：2,000円］×（税率）10％＝基本控除額：800円

［寄付額：10,000円―適用限度額：2,000円］×80％（90％−所得税率10％）＝特別控除額：6,400円（＊３）

前年度の所得に基づいて算出された個人住民税（県民税・市町村民税）から、�
控除額（800＋6,400＝7,200円）分が減税となります。

＊１　年収700万円、夫婦と子供�2�人の給与所得者世帯の計算例です（所得税の限度税率10％、住民税額293,500円の場合の例）
＊２　所得税の控除額は、総所得金額の合計額の40％が上限です。
＊３　住民税の特例控除額（減税額）は、個人住民税所得割の額の10％が上限です。

■寄付のお申し込み・ご寄付の方法
寄付をお申し込みの方は、表面の「寄付申込書」にご記入の上、特定非営利活動法人中村元記念館東洋思想文化研究

所あてにファックスまたは郵送でご連絡ください。専用の納付書をお届けいたします。ご面倒ですが、この納付書によ

り下記の金融機関の窓口にてお振込みください。

振込手数料は無料です。

山陰合同銀行、島根銀行、しまね信用金庫、日本海信用金庫、島根中央信用金庫、島根益田信用組合、島根県信用農業
協同組合連合会、島根県内の各農業協同組合、ＪＦしまね漁業協同組合、みずほ銀行、鳥取銀行、広島銀行、山口銀行、
米子信用金庫、西中国信用金庫、商工組合中央金庫、信用組合広島商銀、中央労働金庫、中国 5県内のゆうちょ銀行・
郵便局
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アクセス

飛行機でお越しの方

【米子空港から】車で約15分

【出雲空港から】車で約50分

車でお越しの方

【広 島 か ら】車で3時間30分（中国自動車道三次I.C.経由）

【岡 山 か ら】車で2時間15分（岡山自動車道・中国自動車道・米子自動車道）

【松江駅から】車で約25分

【境港駅から】車で約10分

【米子駅から】車で約35分

バスでお越しの方

【松江駅から】
　・松江市営バス「八束町」行で約50分、「八束支所前」下車
　・松江境港シャトルバス約25分「由志園」下車のち徒歩約10分

【境港駅から】
　・八束コミュニティバス約20分「八束中央」下車のち徒歩約3分
　・松江境港シャトルバス約15分、「由志園」下車のち徒歩約10分

9
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出雲
縁結び空港

米子
鬼太郎空港

宍道湖
中海

大根島

日本海

鳥取県
島根県

大根島

ヴェルデ

ファミリー
マート

八束学園

中村元記念館
（松江市役所八束支所2F）

至松江市街
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